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	ウェルビーイング医療政策ワーキンググループ
	設立趣意書
	1. はじめに
	今日の日本は、超高齢社会の進展、ライフスタイルの多様化、そして個人の価値観の変化といった大きな社会変容に直面している。これまでの医療政策は、主に疾病の治療と生命の維持に重点を置いてきたが、国民一人ひとりが身体的、精神的、社会的に良好な状態、すなわち「ウェルビーイング」を実感しながら生きる社会の実現には、より包括的な視点からのアプローチが不可欠である。また日本は世界一の長寿国である一方で、国際比較をするとウェルビーイングが低い傾向があるものの、その理由に関してはよく分かっていない。また健康はウェルビ...
	2. 設立の目的
	3. 活動内容
	4. メンバー（初期）
	5. 結び


